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事業分野 

 

事業名 わらすぼ作り教室 

趣旨 

目的 

「わらすぼ」作りを通して、伝統文化に触れるとともに 

三世代間の交流を深め、親睦を図る。 

対象 小学生とその保護者 参加人数 47名 

 

〈 事 業 内 容 〉 

１ 概要

八多喜地区では、「いのこ」（亥の子）行事を行う際、手作りした稲わ

らを固く束ねた棒状の「わらすぼ」という道具を使い、地面をたたいて

五穀豊穣や無病息災を祈願する風習があります。 

各家庭内で、わらを準備したり、「わらすぼ」を手作りしたりすること

が困難になってきている状況から、地域の敬老会に講師を依頼して、小

学生とその保護者を対象に「わらすぼ作り」を教える教室を毎年開催し

ています。今年度は親子で34名、敬老会から10名の参加がありました。

常連組に加え、今年初めて参加される方もいて、作り方を一生懸命教え

てもらっていました。最後に、自分で作った「わらすぼ」を嬉しそうに

持って、みんなで記念撮影をしました。 

後日、この日に作った「わらすぼ」を使って「亥の子」が行われまし

た。子どもと親世代は「わらすぼ作り」を通して、地区の伝統的な文化

を受け継ぐとともに、敬老会の方々と交流を深めることができました。 

高齢者に感謝と尊敬の気持ちを持ち、楽しく和やかな時間を過ごせ

る、八多喜地区には欠かせない「三世代の交流の場」になっています。 

２ 準備 

 準備段階から敬老会の協力を得て、小学校管理の田んぼで５年生が稲刈りをした時の「稲わら」を、1か

月ほど干して乾燥させたものを「わらすぼ」の材料にしています。 

３ 主催者の感想 

 世代を超えた交流は他の行事などでも継続して行っており、今後も地域のあらゆる分野において生かさ

れ、郷土愛を育むことで地域の活性化につながっていくことを期待しています。 

 

 

【わらすぼ完成！ハイ、ポーズ！】 

【交流が深まる「わらすぼ」作り】 


